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具
体
的
な
内
容
が
例
示
で
明
ら
か
に

改
訂
版
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
等
と

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
の
概
要

第１章
【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観

点
か
ら
、Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の
改
訂
が
行
わ

れ
た
。

●
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
へ
の
地
球
環
境
問
題
へ
の

配
慮
や
、人
権
の
尊
重
に
関
す
る
例
示

の
追
記
が
行
わ
れ
た
。

改
訂
の
概
要

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

（
以
下
、「
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
」と
い
う
）が
改
訂

さ
れ
、
２
０
２
１
年
６
月
11
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
今
回
の
改
訂
は
、
金
融
庁
お
よ

び
東
京
証
券
取
引
所
が
事
務
局
を
つ
と
め

る「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及

び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議
」か
ら
の
提

言
を
踏
ま
え
、
当

該
提
言
に
沿
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る（
図
表
１
）。

今
回
の
改
訂
の

特
徴
と
し
て
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
め
ぐ
る
課

題
へ
の
取
組
み
に

関
す
る
言
及
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
機
関
投
資

家
が
投
資
先
企
業
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
取
組
み
を
投
資
の
際
の
判
断

材
料
に
す
る（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
）こ
と
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
経
営
に
お
い
て

も
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
重
要
な

経
営
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
性
が

高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
基
本
原
則

２
の「
考
え
方
」に
お
い
て
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
含
む
中
長
期
的

な
持
続
可
能
性
）が
重
要
な
経
営
課
題
で

あ
る
と
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
我
が
国
企
業
に
お
い
て
は
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
課
題
へ
の
積
極
的
・
能

動
的
な
対
応
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
も

表
れ
て
い
る（
図
表
２
）。

し
た
が
っ
て
、
企
業
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｇ

コ
ー
ド
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
課
題
へ
の
積
極
的
・
能
動
的
な

対
応
、
す
な
わ
ち
、
企
業
の
主
体
的
な
取

組
み
を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
重

要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
１
章
で
は
改

訂
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
概
説
し
た
う
え

で
、
第
２
章
に
お
い
て
は
気
候
変
動
に
関

す
る
企
業
対
応
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
第

３
章
に
お
い
て
は「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」に

関
す
る
企
業
対
応
の
留
意
点
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
詳
述
す
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら

の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
補
充
原
則
２
―
３
①

従
前
の
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
で
は
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
具
体
的
な
内
容
に
関
す
る
記

載
は
な
く「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持

続
可
能
性
）」と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
内
容
と

し
て
何
を
包
含
す
る
か
に
つ
い
て
の
解
釈

は
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
、
企
業
と
し
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
の
判
断
が
難
し
い
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｇ
コ
ー
ド
の

改
訂
に
あ
た
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の

内
容
が
具
体
的
に
例
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
気
候
変
動
な
ど

の
地
球
環
境
問
題
へ
の
配
慮
、
人
権
の
尊

重
、
従
業
員
の
健
康
・
労
働
環
境
へ
の
配

慮
や
公
正
・
適
切
な
処
遇
、
取
引
先
と
の

公
正
・
適
正
な
取
引
、
自
然
災
害
等
へ
の

危
機
管
理
な
ど
」が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

（図表１）　改訂版CGコードの主なポイント
１　取締役会の機能発揮
２　企業の中核人材における多様性の確保
３　サステナビリティをめぐる課題への取組み
（出所）　東京証券取引所ＨＰ（https://www.jpx.co.jp/

news/1020/20210611-01.html）をもとに筆者作成


